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X46a 高赤方偏移に存在する大質量Quiescent銀河の星形成の抑制と周辺環境
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近年、JWSTや地上望遠鏡の近赤外線における観測で z > 4に存在する星形成を終えた銀河 (大質量Quiescent
銀河)が複数確認されている。その中の一つである z = 4.53に存在する大質量Quiescent銀河は、他の天体に比
べて形成時期が 2億年前程度と若い。また、COSMOS領域のカタログから周辺環境を調査すると、この天体は
最も銀河が密集した領域に存在することが明らかになった。これらの結果は、銀河の爆発的星形成や星形成の抑
制に周辺銀河との相互作用が影響した可能性を示唆しており、これまでの活動銀河核等のアウトフローによる星
形成の抑制シナリオに、環境という新しい視点を取り入れる必要性を示している。
そこで本研究では、大質量Quiescent銀河における具体的な周辺環境の影響を理解するため、z = 4.53に存在

する大質量Quiescent銀河を含む銀河密集領域の分光観測及び、COSMOS領域のカタログを利用したQuiescent
銀河が持つ典型的な周辺環境の探索を行なった。Subaru/FOCASを用いた分光観測では、周辺銀河のライマンブ
レイクを観測することで、正確な赤方偏移を確認した。また、COSMOSカタログを利用したQuiscent銀河の周
辺環境については、特に高い赤方偏移 (z > 4) に存在するものに関して銀河数密度の高い領域に存在する可能性
が示唆された。一方で z < 4では、星形成銀河とQuiescent銀河でほとんど同じ周辺銀河の数密度を持つことか
ら、環境が特殊な天体は一部に限られることがわかった。講演では、Quiescent銀河が持つ推定された質量、年齢
等の銀河数密度との相関や星形成銀河を含めた周辺環境が特殊な天体の星形成活動について議論する。


